
Ⅰ 緒 言

近年，我が国では加齢黄斑変性の症例が増加し，疫学

調査が多く行われるとともに治療の選択肢も広がりつつ

ある．しかし，疾患自体や所見についての解明が進み，

類似所見を示す新しい疾患概念が出現してきたにもかか
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New classification and diagnosis criteria of age-

related macular degeneration in Japan are described.

The prodromal stage is classified into �) soft

drusen and �) retinal pigment epithelial abnormali-

ties. Age-related macular degeneration is classified

into �) exudative age-related macular degeneration

and �) atrophic macular degeneration. As specific

types of exudative age-related macular degeneration,

① polypoidal choroidal vasculopathy and ② retinal

angiomatous proliferation are also included. Diag-

nostic criteria include �) prodromal stage, �)

exudative age-related macular degeneration, �)

atrophic age-related macular degeneration, and �)

exclusion criteria. The diagnosis of exudative age-

related macular degeneration is certain when one of

the following conditions in present：① choroidal

neovascularization, ② serous retinal pigment epithe-

lial detachment, ③ hemorrhagic retinal pigment

epithelial detachment, or ④ fibrotic scar in the

macula.
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Abstract

Classification and Diagnostic Criteria of Age-related Macular Degeneration

我が国の実情に即した加齢黄斑変性の新しい分類と診

断基準を作成した．前駆病変として，�) 軟性ドルーゼ

ン，�) 網膜色素上皮異常，加齢黄斑変性として，�)

滲出型加齢黄斑変性，�) 萎縮型加齢黄斑変性に分類

し，滲出型加齢黄斑変性の特殊型として，①ポリープ

状脈絡膜血管症，②網膜血管腫状増殖に分類した．診

断基準には，�．前駆病変，�．滲出型加齢黄斑変性，

�．萎縮型加齢黄斑変性，�．除外規定の 4 項目を設

け，滲出型加齢黄斑変性の主要所見として，①脈絡膜

新生血管，②漿液性網膜色素上皮剝離，③出血性網膜

色素上皮剝離，④線維性瘢痕のいずれか 1つを満たす

ものを確診例とした．(日眼会誌 112：1076―1084，

2008)

キーワード：加齢黄斑変性，分類，診断基準，滲出型加

齢黄斑変性，萎縮型加齢黄斑変性
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要 約

加齢黄斑変性の分類と診断基準



わらず，その診断には，我が国では 1990 年に発表され

た暫定診断基準案があるのみで，現在の診療の実情に

沿った分類と診断基準は確定されていない．そこで，我

が国において一般眼科診療にも有用で，疫学調査や治療

の選択の際にも広く用いられる普遍的な加齢黄斑変性の

分類と診断基準の確立を目的として，厚生労働省網膜脈

絡膜・視神経萎縮症調査研究班のワーキンググループに

おいて加齢黄斑変性の分類と診断基準を作成した．

Ⅱ 方 法

厚生労働省網膜脈絡膜・視神経萎縮症調査研究班内で

加齢黄斑変性の専門家 4名からなる加齢黄斑変性診断基

準作成ワーキンググループを結成し，2005 年 3 月 25 日

以降，計 4回の検討会を持ち，加齢黄斑変性の新しい分

類と診断基準を作成した．分類および診断基準の策定に

あたっては，国際的に最も広く用いられている The in-

ternational ARM epidemiological study group による in-

ternational classification and grading system for age-

related maculopathy and age-related macular degenera-

tion1)を基盤として，我が国の加齢黄斑変性診療の実情

に即した分類と診断基準を考案した．特に滲出型加齢黄

斑変性の診断には確診例の基準を設けた．

Ⅲ 結 果

�．加齢黄斑変性の分類

策定された加齢黄斑変性の分類を表 1に示す．加齢黄

斑変性を前駆病変と加齢黄斑変性に大別し，前駆病変と

して�) 軟性ドルーゼン，�) 網膜色素上皮異常の 2項

目をあげた．さらに，加齢黄斑変性を�) 滲出型加齢黄

斑変性，�) 萎縮型加齢黄斑変性に分類した．滲出型加

齢黄斑変性の特殊型として，①ポリープ状脈絡膜血管

症(polypoidal choroidal vasculopathy：PCV)と②網膜

血管腫状増殖(retinal angiomatous proliferation：RAP)

を含むものとした．

�．加齢黄斑変性の診断基準

加齢黄斑変性の診断基準と付記を表 2に示す．診断基

準では，年齢は 50 歳以上，中心窩を中心とする直径

6,000 mm 以内の領域に病変がみられると規定した(図

1)．診断基準の大項目として，1．前駆病変，2．滲出型

加齢黄斑変性，3．萎縮型加齢黄斑変性，4．除外規定の

4項目を設けた．
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�．前駆病変

軟性ドルーゼン＊1
，網膜色素上皮異常＊2が前駆病変として重要である．

�．滲出型加齢黄斑変性

主要所見：以下の主要所見の少なくとも 1つを満たすものを確診例とする．

①脈絡膜新生血管＊3

②漿液性網膜色素上皮剝離＊4

③出血性網膜色素上皮剝離＊5

④線維性瘢痕

随伴所見：以下の所見を伴うことが多い．

①滲出性変化：網膜下灰白色斑(網膜下フィブリン)，硬性白斑，網膜浮腫，漿液性網膜剝離

②網膜または網膜下出血

�．萎縮型加齢黄斑変性

脈絡膜血管が透見できる網膜色素上皮の境界鮮明な地図状萎縮＊6を伴う．

年齢 50 歳以上の症例において，中心窩を中心とする直径 6,000 mm以内の領域に以下の病変がみられる．

�．除外規定

近視，炎症性疾患，変性疾患，外傷などによる病変を除外する．

表 2 加齢黄斑変性の診断基準

＊1：軟性ドルーゼンは直径 63 mm以上のものが 1個以上みられれば有意とする．

＊2：網膜色素上皮異常とは網膜色素上皮の色素脱失，色素沈着，色素むら，小型の漿液性網膜色素上皮剝離(直径 1乳頭径未満)を指

す．

＊3：脈絡膜新生血管は，検眼鏡所見または蛍光眼底造影によって診断する．

検眼鏡所見として，網膜下に灰白色または橙赤色隆起病巣を認める．

蛍光眼底造影はフルオレセイン蛍光眼底造影またはインドシアニングリーン蛍光眼底造影所見に基づく．

＊4：漿液性網膜色素上皮剝離は，直径 1乳頭径以上のもので，脈絡膜新生血管を伴わないものも含める．

＊5：出血性網膜色素上皮剝離は大きさを問わない．

＊6：網膜色素上皮の地図状萎縮は大きさを問わない．

＊滲出型加齢黄斑変性の特殊型

①ポリープ状脈絡膜血管症

②網膜血管腫状増殖

�) 滲出型加齢黄斑変性＊

�) 萎縮型加齢黄斑変性

�．加齢黄斑変性

�) 軟性ドルーゼン

�) 網膜色素上皮異常

�．前駆病変

表 1 加齢黄斑変性の分類



�) 前駆病変

軟性ドルーゼンについては，直径 63 mm 以上のもの

が 1 個以上みられれば有意とするとした(図 2)．また，

網膜色素上皮異常については，網膜色素上皮の色素脱失

(図 3 a)，色素沈着(図 3 b)，色素むら，小型の漿液性

網膜色素上皮剝離(直径 1 乳頭径未満，図 3 c，d)を指

すものとした．

�) 滲出型加齢黄斑変性

滲出型加齢黄斑変性の主要所見として，①脈絡膜新

生血管(図 4，5，6)，②漿液性網膜色素上皮剝離(図

7)，③出血性網膜色素上皮剝離(図 8)，④線維性瘢痕

(図 9)の 4 項目をあげ，この中から少なくとも 1項目を

満たすものを確診例とした．なお，脈絡膜新生血管は検

眼鏡所見または蛍光眼底造影によって診断し，検眼鏡所

見として，網膜下に灰白色または橙赤色隆起病巣を認め

るもの(図 4)，蛍光眼底造影はフルオレセイン蛍光眼底

造影(FA)またはインドシアニングリーン蛍光眼底造影

(IA)に基づくものとした(図 5，6)．さらに漿液性網膜

色素上皮剝離は，直径 1乳頭径以上のもので，脈絡膜新

生血管を伴わないものも含めると規定した(図 7)．一

方，出血性網膜色素上皮剝離は大きさを問わないとした

(図 8)．また，随伴所見として，網膜下灰白色斑(網膜

下フィブリン)，硬性白斑，網膜浮腫，漿液性網膜剝離

をまとめて滲出性変化とし(図 10)，網膜または網膜下

出血(図 11)を新生血管に伴う二次的な所見として随伴

所見の 1項目とした．

�) 萎縮型加齢黄斑変性

萎縮型加齢黄斑変性として脈絡膜血管が透見できる網

膜色素上皮の境界鮮明な地図状萎縮がみられるものと

し，萎縮巣の大きさは問わないこととした(図 12)．

�) 除外規定

除外規定として，脈絡膜新生血管が発生する可能性が

ある他の疾患，すなわち強度近視，炎症性疾患，変性疾

患，外傷などによる病変を除外するものとした(図 13)．

Ⅳ 考 按

加齢黄斑変性は高齢者の社会的失明を来す疾患であ

り，人口の高齢化に伴って我が国でも増加傾向にある．

このため，疫学研究，正確な診断と治療がますます重要

となってきている．加齢黄斑変性の診断については，近

年，新しい疾患概念が加わり，それらを含んだ分類が定

着しつつある．しかし，我が国では診療にあたって慣用

的に用いている診断名は存在するが，明文化された診断

基準はない．特に，黄斑部に脈絡膜新生血管を来す滲出

型加齢黄斑変性は，古くは老人性円板状黄斑変性症と呼

ばれ，難治性疾患として 20 年以上にわたって厚生省

(現・厚生労働省)特定疾患網膜脈絡膜(・視神経)萎縮症

調査研究班の主な研究対象疾患となっている．その診断

基準については，1992 年に松井，宇山，湯沢2)によって

診断の手引きが作成され，眼底での主所見をもとに病型

を分類する暫定基準案が示された．しかし，この暫定診

断基準は現状に即しておらず，一般に用いられなく

なった．一方，欧米では，1995年，The internationalARM

epidemiological study group の Bird ら1)によって加齢黄

斑症と加齢黄斑変性に関する国際分類が発表され，この

分類は我が国にも和文化され，主として疫学研究におい

て導入されてきた．しかし，この報告後にも，ポリープ

状脈絡膜血管症(PCV)3)や網膜血管腫状増殖(RAP)4)と

いった新しい疾患概念が出現し，これらの疾患をどのよ

うに位置づけて診断するかが難しくなった．一方，

PCV，RAP の疾患概念を生み出したYannuzzi ら5)は，

これらの疾患を加齢黄斑変性の疾患概念の中に含むもの

としている．今回の診断基準は，このような加齢黄斑変

性の診断の現状を考慮したうえで，一般眼科医にも広く

使用可能であり，また専門的な疫学研究，診断，治療法

の検討にも使用できるものとして策定した．
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図 1 病変の存在範囲．

中心窩を中心として直径 6,000 mmの領域に病変がみら

れるものと規定した．

図 2 前駆病変としての軟性ドルーゼン．

直径 63 mm 以上のもの(矢印)が 1 個以上みられれば有

意とする．



方法の項で述べたように，本診断基準の基盤をなして

いるのは，The international ARM epidemiological study

group による international classification and grading

system for age-related maculopathy and age-related

macular degeneration1)である．この分類では，ドルー

ゼン，網膜色素上皮異常の前駆状態を early age-related

maculopahty(早期加齢黄斑症)，滲出型加齢黄斑変性と

萎縮型加齢黄斑変性を late age-related maculopahty(後

期加齢黄斑症)と呼んでいるが，age-related maculopa-

thy の名称は加齢黄斑変性と紛らわしく，用語上の混乱
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図 3 網膜色素上皮異常．

ａ：色素脱失：脈絡膜大血管が透見できない境界不鮮明な色素脱失を指す(矢印)．

ｂ：色素沈着：網膜下で色素が局所的に増加した状態を指す(矢印)．

ｃ：小型の漿液性網膜色素上皮剝離：大きさ直径 1乳頭径未満のものを指す(矢印)．

ｄ：cと同一眼のフルオレセイン蛍光眼底造影(FA)：境界鮮明で均一な過蛍光を示す．

図 4 脈絡膜新生血管の検眼鏡所見．

a は網膜下の灰白色隆起病巣，b は橙赤色隆起病巣を示す．



を来すので本分類においては使用せず，滲出型，萎縮型

を含めて加齢黄斑変性という名称で総括し，ドルーゼン，

網膜色素上皮異常は加齢黄斑変性の前駆病変とした．

本診断基準では，加齢黄斑変性の年齢規定を 50 歳以

上，病変の存在領域を中心窩を中心とする直径 6,000

mm以内の領域と規定した．年齢については，近年の加

日眼会誌 112 巻 12 号1080

図 5 脈絡膜新生血管．

a：カラー眼底，b：FA早期，c：FA後期，d：インドシアニングリーン蛍光眼底造影(IA)．

Classic 型脈絡膜新生血管がFA，IA で検出されている．

図 6 脈絡膜新生血管．

a：カラー眼底，b：FA早期，c：FA後期，d：IA．

Occult 型脈絡膜新生血管がFAと IAで検出されている．



齢黄斑変性の疫学研究では，55 歳以上，60 歳以上など

さまざまな基準があるが，先に述べた国際分類が 50 歳

以上を基準としており，我が国において最も先駆的な疫

学研究である久山町スタディにおいても 50 歳以上を基

準としている6)ので 50 歳以上と規定した．また，黄斑

部の解剖学的名称として，国際分類1)では直径 3,000 mm

の部位を inner macula，直径 6,000 mm の部位を outer

macula と呼んでいる．直径 3,000 mm では視神経乳頭

近傍の領域に生じた病変を持つ症例が加齢黄斑変性に含

まれなくなるため，直径 6,000 mm(4 乳頭径大)の領域

内に病変があるものと規定した．

前駆病変としての軟性ドルーゼンの診断については，

乳頭縁での網膜静脈の根幹部の直径は 125 mmであり，

／その 1／2 を超える 63 mm 以上の大きさの軟性ドルーゼ
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図 7 漿液性網膜色素上皮剝離．

a：カラー眼底，b：FA，c：IA，d：光干渉断層計．

大きさ直径 1乳頭径以上で脈絡膜新生血管を伴わないものは滲出型加齢黄斑変性の主要所見としてよい．

図 8 出血性網膜色素上皮剝離．

a：小さいもの，b：広範囲のもの．

大きさを問わず滲出型加齢黄斑変性の主要所見としてよい．



ンが 1個以上みられれば前駆病変と診断するという規定

を採用した．なお，軟性ドルーゼンはFAにおいて早期

から後期まで拡大しない淡い過蛍光を示し，光干渉断層

計(OCT)では，内部反射を伴う網膜色素上皮の扁平な

隆起を示す．

一方，前駆病変である網膜色素上皮異常において，色

素脱失は境界不鮮明であり，脈絡膜血管が透見できない

比較的軽度な網膜色素上皮萎縮を指すとした．色素沈着

は網膜下に色素塊を伴わない網膜色素上皮の色素増加と

した．小型の漿液性網膜色素上皮剝離は，脈絡膜新生血

管を伴わないもので，FAによって 1乳頭径未満の均一

な類円形過蛍光を示し，OCT では色素上皮のドーム状

隆起内に内部反射のみられない漿液成分を含むものであ

る．

滲出型加齢黄斑変性の診断には，確診例の基準として

脈絡膜新生血管，1 乳頭径以上の漿液性網膜色素上皮剝

離，出血性色素上皮剝離，線維性瘢痕の 4項目を挙げ，

このうち 1つ以上がある場合を確診例とした．この 4項

目は，滲出型加齢黄斑変性の所見としていずれも特異度

の高いものである7)
．

脈絡膜新生血管は，黄斑部の滲出性変化の最も重要な

原因となる所見であり，確診例の項目としては最も基本

的な項目であるが，検眼鏡的または蛍光眼底造影のいず

れでも診断を行えるようにした．すなわち，検眼鏡的に

は脈絡膜新生血管から析出したフィブリンを示す灰白色

隆起病巣，あるいは網膜色素上皮下新生血管やポリープ

状病巣を表す橙赤色隆起病巣8)を基準とした．一方，蛍

光眼底造影では，FAをもとにした分類として，脈絡膜

新生血管は，造影早期から境界鮮明で旺盛な蛍光漏出を

来す classic 型と造影早期には不鮮明で緩慢な蛍光漏出

を来す occult 型がある9)が，今回の診断基準では，日常

診療に有用な，なるべく簡単なものとするため，付記に
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図 11 網膜または網膜下出血．

a：網膜血管腫状増殖における網膜出血，b：網膜下出血．

網膜または網膜下出血は滲出型加齢黄斑変性の随伴所見として扱う．

図 9 線維性瘢痕．

黄斑部線維性瘢痕は滲出型加齢黄斑変性の主要所見の一

つである．

図 10 滲出性変化．

滲出型加齢黄斑変性には，随伴所見として網膜下灰白色

斑，硬性白斑，漿液性網膜剝離などを伴うことが多い．



その鑑別までは含めなかった．1 乳頭径以上の漿液性網

膜色素上皮剝離については，脈絡膜新生血管を含まない

ものも滲出型加齢黄斑変性に含めた．この概念は，従来

の脈絡膜新生血管を有する滲出型加齢黄斑変性の概念と

は異なるので注意を要するが，脈絡膜新生血管がみられ

ず網膜色素上皮下への大量の液体貯留(滲出)を認める症

例については，国際分類をはじめ，他の欧米の分類10)に

おいても滲出型に含まれているので，滲出型に含めた．

さらに，出血性網膜色素上皮剝離については，網膜色素

上皮下の出血として網膜色素上皮下新生血管が生ずる加

齢黄斑変性に特異的な所見であるので確診例の 1項目と

した．また，黄斑部の線維性瘢痕は，線維化を伴って瘢

痕化した脈絡膜新生血管の特徴的所見として特異度が高

く確診例の 1項目とした．

他方，滲出性変化および網膜または網膜下出血は脈絡

膜新生血管に随伴して高頻度にみられる所見であるが，

網膜静脈閉塞症や網膜細動脈瘤などの網膜血管疾患でも

みられ，滲出型加齢黄斑変性でのみみられる所見ではな

い．そのため，特異度は高くないものとして随伴所見と

して取り扱った．

以上のような滲出型加齢黄斑変性に関する診断基準

は，当グループ独自で考案したものである．すなわち，

国際分類では neovascular AMD を現す特徴的所見とし

て�) 硬性白斑，�) 漿液性網膜剝離，�) 漿液性網膜

色素上皮剝離，�) 出血性網膜色素上皮剝離，�) 網膜

出血(網膜下，網膜内，硝子体下，硝子体内)，�) 瘢

／ ／痕／グリア／線維組織を挙げている1)が，この所見をその

まま用いたものではなく，当グループによる検討によっ

て，より特異度の高い所見7)を取り上げて確診例の 4 項

目とした．

なお，滲出型加齢黄斑変性の特殊型として分類した

PCV に関しては，2005 年に作成されたポリープ状脈絡

膜血管症の診断基準8)に準ずるものとした．RAPについ

ては，網膜内に新生血管を生じ，網膜血管との吻合，網

膜下への進展，漿液性網膜色素上皮剝離の発生，脈絡膜

新生血管との吻合を生ずる疾患であるが，その詳細につ

いては，Yannuzzi ら4)の原著にゆずる．

萎縮型加齢黄斑変性については，黄斑部の網膜色素上

皮―脈絡膜毛細血管の萎縮が進み，その深層の太い脈絡

膜血管が透見できる境界鮮明な地図状萎縮病巣を示すも

のとした．

さらに，鑑別診断として重要な，続発性に脈絡膜新生

血管を生ずる疾患を除外する除外基準を設け，加齢以外

の原因，すなわち強度近視，炎症(特発性脈絡膜新生血

管，点状脈絡膜内層症など)，変性(網膜色素線条症，卵

黄状黄斑変性など)，外傷などから続発性に脈絡膜新生

血管を生ずる状態を除外する必要があることを規定し

た．

以上，一般眼科診療にも有用で普遍的な加齢黄斑変性

の分類と診断基準を作成した．今後，本分類と診断基準

が我が国で広く使用されることが期待される．
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図 12 萎縮型加齢黄斑変性．
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